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愛知縣田口鉱山マンガン鉱床調査報告

　　　　　　　要　 旨
　今回愛知縣鉱業会の要請により閏口鉱幽のマンガン鉱

床を調査：した・本鉱山は愛知縣北設樂郡田口町八ツ橋に

位し，1949年本所宮本技官が調査したことがある（本

誌Vo1。1，No．5，1950参照）。その当時稼行されてい

、たのは回天鉱体にして，今回は東に15m延び，傾斜延

長が約10mに達し，下部の鍾幅0．5に喰締つていた。

また，あらたに藩手した鉱体は本坑12米および本坑26

米の両鉱体にして，いずれも回天坑の約27m下部の本

坑立入内において着鉱し，調査当時は鉱況劣勢となり，

ほとんど操掘済となるものもある・下部採鉱を目的と

して，本坑の約工1m下部に立入が開さくされている。’

，調査鉱床の規模は下表に示される。

鉱体名　　延長　最大鑓幅

回天鉱体　25m　 5m
本坑26米鉱体　32～35m　　4m

本坑21米鉱体　　25m　　　3m

、傾斜薙長

10m

　7m
14m

鉱石はおおむねバラ輝石を主とし，テフロ石，ダソネ

モル石，アレガニ陶石，菱アンガソ鉱，硫マンガン鉱な

どを俘う。　　　　　　　　　　・、　（大塚　寅雄）

　　　　　　も　　　　　　　　　の懸曝麟麟躍・曝鐡一一・
伽＼『95脚　晦’

⑱煙
．聯響華畢藤獄二…≡一土
　　　　の～OO　　　　　　　　　　250　　　　　　　　　　30σ

一
匠
ダ

壌霧華璽華嚢藝華慧一
糧，

orn
ノ

　　の
ノノ・

rOO 150 勘 2SO 300 苓o

　めロ　　　　　　　さロ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

，4嫌縫　　縷形翻旦蓑聯、 　　　鶯　一強鯵　z汚
笏　　 ㏄1晶5
352

しチロし　　　　　　　ドむひ　ろ　　の

／卿
㎜

6σ、

“
550

　　　　圏融片ピ＼走向鰍　拶　　翻碍牌唖蛎耀“o　　〃　　　　　　　　　　、
　．窺　　　　脇雪鮒岩
　　　　囮片筒岩
　580　　　　㎜石鄭轡

o　　ゆ　　20　　30扇

第　　1　図一

553．635：550．85（521．16）：622．24

福島縣若松鉱山石膏鉱床試錐探鉱位置選定調査報告

本調査は中島鉱業株式会瀧の要請により調査したもの

で，その目的は同祉若松鉱山が試錐探鉱をするための位

置を選定することに．あつた○

本鉱山は薦島縣北会津郡一箕村大掌石ケ森にあり，地

質は第三系淡線色凝友岩および同角礫凝荻岩とこれを貫

く石英粗面岩からなり，これを被つて火山岩屑がある。

石膏鉱床はこれらのうち淡線色凝茨岩および同角礫凝

友岩中に胚胎する興状交代鉱床で，南北に少しく延長

し，北方へ20。前後傾斜する。

最近本鉱山では坑内探鉱を行う傍ら，目下の増産歌況

からみて現鉱床の残鉱に不足を感じ，予想される地点に

試錐探鉱を計画している。

本鉱山附近には地質上から見ても新鉱床の賦存する可

能性のあるところであり，このうちA，Bの2点を選定

して試錐地としたQ　　　　　　　　　（木村　正）

◎
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　　　　　　岡山縣眞庭郡澤田鉱山含鐸磁硫鉄鉱鉱床調査報告

　本鉱山は岡山縣眞庭郡津田村字小谷（姫新線美作落合

駅南直踵12km）に在る。

　附近の地質は古生暦で占められ，2，3の石英粗面岩の

小露出があるのみであるo

　鉱床は古生暦の石次岩中に胚胎した塊状の高温交代鉱

1床で，雫行する4鉱体（最大なもので厚さ3血，長軸45

m，短軸20m）からなる。磁硫鉄鉱を主とし，黄銅鉱を

’
混
えるほか，友鉄翻石が多い。

　從業員：25名。昭和26年生産高，銅鉱225t（Cu6。6

％），　硫イヒ鉄15t　（S34％）。　’

　　　　　　　　　　（調査＝半井啓司・抄録3還本）
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